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緑化木の土壌改良と 施 肥 (2 ) 

2. 緑化木の施肥

施肥の目的は，いうまでもなく，土壌~根系をとおし

て植物に養分を供給することであるが，土壌条件や施肥

法が適正でないと，所期の効果が得られない。

緑化木の養分吸収は，樹種，樹令，季節，土壌の理化

学性，土壌中の各養分の濃度とパランスなどによって変

動するから，これらの動向をふまえた的確な施肥と，施

肥を生かすための土壌改良が必要である。

(1) 緑化木の養分吸収

第 6表に示すように，樹種によって，肥料 3要素に対

東京都農業試験場

伊達 昇

によれば，スギやアカマツの壮令林では，年間 1樹あた

りN20g以上， PzOo 2~' 5 g， K20 1O~20 gが吸収さ

れている。通常の肥沃度を有する土壌では，この程度の

養分供給は天然に行われているが，やせた林地や人工的

な緑地では，施肥を要する場合が多いの

一方，季節別にみた養分吸収傾向については，東京都

農試林業分場の成績が報告されており，その結果をまと

めると，下記4タイプに分類できるように思われる。

Aタイプ(スギ，ヒノキ):NとKは7""'8月に最高

濃度になり， Pはやや遅れて 9月には最高濃度となる。

する感応にちがいがあり，また，樹令によっても，第 7 3月ごろの春先の施肥が適する。

表のように，年間の養分吸収量にちがし、がある。第7表 Bタイプ(トウカエデ， ケヤキ， プラタナス):Kは

第 6表 樹種別にみた養分吸収特性 (東京都農試〉

区 分 桔f {!ft 名

やせ地向き クロマツ、サワラ、ヤナギ、ハナズオウ、ムクノキ、サンゴジュ、アカマツ、ヤマモモ、

(少肥型) イスノキ、イヌマキ、サザンカ、ニセアカシア

N多肥刑
イチョウ、スギ、ケヤキ、アオギリ、スズカケノキ、ソメイヨシノ、キョウチクトウ、ツ

!l巴
ツジ、ナンキンノ¥セ¥イロハモミジ

沃1向き也 P J/ サツキ

K J/ シイ、ヤマザクラ、 トチノキ、 卜ウカエデ、 トベラ、マサキ、カイヅカイブキ、クスノキ

第 7表年間の養分吸収蓄積量 1樹当たり

樹柄 樹令 N PzOs KzO 

ス
1~ 6 2 1 2 本号の内容
6~17 5 1 4 

者:
17~30 24 3 17 

30~40 20 2 22 

1~ 6 2 1 I 

11 S 緑化木の土壌改良と施肥(2)………...・ H ・H ・H ・..(1)

l 東京都農業試験場伊達 昇

カ 6~13 7 2 5 
11 

? 13~32 6 2 4 、ソ
32~43 24 5 10 

5伊豆大島の花き園芸...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……(5)

東京都大島農業試験地浜田 豊
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8月， NとPは9月ごろ最高濃度となる。多くの広葉樹

がこのタイプで， 4月ごろから梅雨期までの聞の春~初

夏肥が適する。

Cタイプ(イチョウ):Kが8-----9月， NとPは 10月

ごろと Bタイプよりやや遅れて最高濃度となる O 梅雨期

ごろの初夏肥が適する。

Dタイプ(マツ):p， Kは8月ごろ最高濃度となる

が， Nはむしろ春先の方が濃度が高い。秋肥 (9-----11 

月〉が適する。

また，いくつかの広葉樹について，年間の落葉量と落

葉中の成分濃度を調べてみると，樹冠下面積 1ぱあたり

年間N3 -----5 g" P20o 1 -----1. 5 g， K20 2 -----5 g前後が落

葉にともなって放出されており，都市公園や街路樹のよ

うに落葉が除去される場合には，この分の損失も考慮し

た施肥が必要で、ある。

(2) 緑化木の施肥体系と施肥標準量

緑化木の施肥を考えるi擦に，一般的に期待される効果

としては，植栽後数年は活援な生長促進がのぞまれる

が，あまり育ちすぎると管理費の増大， 日照阻害3 台風

による例伏など，支障も多くなるので，一定の大きさに

育ったら，あとは樹勢維持をはかればそれで充分とされ

ている。このような視点から，穏化木の肥培体系を整理

しこれを肥培体系が明確化されている林木の場合と対

比させてみると，第8表のようになる。

これまでに述べてきた諸要因と，林木，果樹，桑，茶

第 8表肥培体系のあり方 (筆者〉

林地JJ~!j，i;，体系 制~:t也肥 iE体系

第lJUJ
材、分閉鎖促i並 (1~ 生長、繁茂促進(11)

2 年おき施JJ~) 年施JJ巴)

!'i'i 2 Jり!
I1¥J伐材の明収(数年 間姿形成 (2~ 3年

おきに施肥) に1回施肥)

第 3Jl1J 
主伐材の明収(伐Jネ 樹姿完成、樹勢品H:ll寺

前に 1~ 2回施肥) (必要あれば施肥)

などの肥培例，及び筆者の緑化木に対する施肥例を総括

すると，おおむね第 9表のような施肥標準量が提案でき

るように思われる。今後さらに知見を蓄積し，より適正

な数値へ改訂したいと考えている。

(3) 緑化木への施肥試験例

街路樹や都市公園の土壌を調査した結果，樹勢阻害の

要因のひとつに養分欠乏のあることが知られたので，施

肥によって樹勢がどの程度回復するかをp 現地で検討し

た。

第 9表 緑化木の施肥標準量 (筆者試案〉

ア. I~I 然、循環系が保たれ，落葉も土壊に還元される場合

ヰi 木目/樹 M 込ι/m'
IMHt .制令

N P20S K20 N P20S K20 

f!\;~、 10-15 10 10 
H:!i~1HJ 15 10 10 

高木 15-20 15 15 

1名'ÎI~ i氏木 10-20 10-15 10-15 
10-20 10-15 10-15 

J.L、葉樹 高木 20-30 15-20 15-20 

'l;~. ~~k {止* 10-20 10-15 10-15 
10-20 10-15 10-15 

広葉樹 高木 20-30 15-20 15-20 

イ.都市環境にあり，落葉が除去される場合

iji. 木g/樹 :fiI(込g〆m'
樹純・年令

N P20S K20 N P20S K20 

f!\;~， 10-15 10 10 
長 I':!i~m 10-20 15 15 

高木 20-30 20 20 

帯主~ {止木 10-20 10-15 10-15 
20-30 20 20 

広葉1M 高木 30-50 20-30 20-30 

常紛i低木 10-20 10-15 10-15 
20-30 20 20 

広葉1M i高木 30-50 20-30 20-30 

試験 1 街路樹，公園樹への施肥効果

(試験方法〉

第10表に示す場所，樹種を対象に， 1樹あたりグリン

パイル 2本(17-10-10，1本300g)を樹冠下に打ち込

み以後の生長を無施用樹と比較した。前出第 9表の施肥

標準量からすれば l木で足りるが，局所施用のため 2

本とした。

試験開始時の供試樹の大きさ，土壌の pH，ECは第

11表のとおりであった。

第10表 試験場所と供試樹種

試験場所 1M やE 立地条件・土壌条件

新rWiJllj仁1通り イチョウ 街路樹、県ボク盛土(20cm以下亦士j

代々木公庫lイチョウ 疎林、亦二U{~j:(20cm以下砂際層)

問つ目通り プラタナス 街路樹、思ボク!rl&土(20cm以下iJjI給二u

w江公園 プラタナス i1t柏林、砂まじり沖積土(厚い雌土)

ä.) 胞!他、主張施 JI~各 5 樹、初年目と 3 'f EIの211111血肥

(結果の概要〉

試験開始時を 100とした指数で胸高幹周の推移を示す

と第12表のようになる。施肥が幹周増加にあきらかに寄

与したと認められるのは代々木公園のイチョウのみで，

その他の場所では施肥効果は明らかではなかった。
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幹周増加に対する施肥効果の認められた代々木公園

は，無施肥樹の幹周増加速度がきわめて遅く，土壌の

ECも低い。このことから，土壌の養分が欠乏七，生長

を抑制している場合には施肥は有効であるが，一定以上

の生長速度が保たれている場合は，幹周増加に対しては

施肥の効果はあらわれないことが知られた。施肥効果の

有無を分ける臨界生長速度(無施肥樹〉を年間の幹周増

加率であらわすと 3 イチョウでは， 1 % (有効〉と 5%

(無効〉の間，プラタナスでは 3%(無効〉以下とな

る。

しかし葉色や葉の大きさ，新梢の仲びなど，樹勢に

関する調査の結果では，第13表のように，それぞれの場

所，樹種で施肥効果が認められており， ]i昨周増加効果ま

では認められない場合でも，樹勢の活性化にはグリーン

パイル施用の効果が認められている。

試験 2:街路樹への施肥効果

(試験方法〉

ヤナギ，プラタナス，イチョウを対象に， グリーンパ

イル(業務用 300g 2本〉の50年度 1回施肥， 50， 52年

度 2回施肥， 50， 52， 53年度 3厄l施肥及び無施肥の各区

を設け 1区5樹とし現地施肥試験を行った。試験場

所と土壌は，ヤナギ (4地点)，プラタナス (11地点〉は

葛飾，墨田，江東区内の沖積盛土，イチョウ (12地点〉

は武蔵野市内の黒ボク土。

(結果の概要〉

供試樹木はいずれも街路樹として既植の成木で，試験

開始時の胸高幹周は第14表に示すように，ヤナギ45~51

cm，プラタナス42~44cm，イチョウ43~47cll1前後であっ

た。各地点とも土壌の pH(KC1)は7前後， EC( 1 : 5) 

は 0.1~0. 2と低い。

第11表 試験開始時の生育状況と土壌条件

場所 項 目 無肥料 グリーンパイル

新つ? 胸高幹周 63.4::1:: 3.9 57.7土 3.9

チ 結f 両 10.2::1::1.4 9.9::1:: 0.8 ヨ

宿ウ 樹冠巾 5.5::1::0.6 5.3::1:: 0.9 

代つ7 胸品幹周 42.2::1:: 9.0 42.6::1:: 9.4 

々チ
ヨ 桔J 日1 6.8士0.9 7.0士1.5

木ウ 樹 冠 rjJ 3.6::1::0.6 3.3::1:: 1.4 

|ιlヲ 胸高幹周 40.5::1::4.9 45.6::1:: 2.9 

つフ 樹 高 5.6土0.4 5.8土 0.4
日夕 樹 冠 rjJ 2.6::1::0.4 2.6::1:: 0.3 

猿ヲ; 胸局幹周 35.7土9.7 35.8土11.9

フ 結f Y同Eョ1・ 5.3::1::0.7 5.8土1.2
trタ 制冠 rjJ 5.3::1::0.6 3.1::1:: 1.0 

第12表幹周の増加率(指数〉

樹相・場所 区 名
年FJ

48.10 49.11 50.10 51.12 52.12 

調「 釦E )J~ 料 100 106 111 116 121 

チイ hー~I グリーンパイル 100 106 110 115 122 

ヨ

ウ イに 4nE J!~ ギl 100 101 102 104 106 
々
オ三 グリーンパイル 100 101 108 114 121 

|引 金正 J!巴 料 100 105 109 112 114 
つフ。
目 グリーンパイル 100 103 108 110 113 

フ

タ j主 生E )J~ 料 100 106 119 125 132 

y工 グリーンパイル 100 106 118 127 134 

J}i 目

P H(kcl) 

EC(l:5) 

P H(kcl) 

EC(l:5) 

P H(kcl) 

EC(1:5) 

P H(kcl) 

EC(l:5) 

年平均

WiJJflW 

5.3% 

5.5 

1.5 

5.3 

3.5 

3.3 

8.0 

8.5 

梨県肥料 グリ ンノぐイノレ

6.3 6.2 

0.14 0.16 

5.7 5.5 

0.1以下 0.1以下

7.0 7.2 

0.24 0.25 

7.0 6.8 

0.15 0.19 

試験開始時を 100とした幹周増加率の経時

的推移を樹種別の平均値によってみると，第

15表のようになる。この結果をみると，平均

して生育の遅いヤナギでは，グリーンパイル

の施肥効果はあきらかで 2回までは累積施

用効果が認められる。しかし他の 2樹種で

は，平均値でみる限り，幹周増加に及ぼす施

肥効果は不明確である。

このように，平均値で、みたのでは，施肥に

よる幹周増加効果がヤナギを除き不明確なの

で，さらに各地点ごとに，無肥料区の幹周増

加率の大小と施肥効果との相関性を検討した

ところ，第16表のような回帰式を得た。

同表によれば，施肥後 1年目， 2年目とも

無肥料区の幹周増加率 (x)と施肥区の幹
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第13表樹勢評 価

五t 色 梨の大きさ 新十!'i{'i'ひ

桔Hifi.場所 区 名
五10)']

49.5 49.9 50.6 52.8 49.5 49.9 50.6 52.8 49.9 50.6 52.8 

期i 無 m'~ 半:1 。 。 。 。
イ

。 。 。 。 。 。 。
チ 干i'i クリーンパイル +ト 十+十 4十 トト 。 。 。 。 。 十 。
ヨ

{~ 現在 月巴 ポ| 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
ウ ノJ

木 グリーンノfイル 。 十十 -H十 + 。 →+ 斗十十 → + -H- + 

ILlI 無 肥料 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。せの不
プ つ

主ん主めたlりl目 グリーユヴfイル 。 。 。 十 十 。 。 + 。 +十

フ

~~~ 無肥料 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
タ

訂: クリーシfイル 。 。 。 。 。 。 。 。 + 4十 ート

第14表試験開始時の胸高幹周 50年 9月単位cm

~ 
無肥料 1団施肥 2団施 肥 3恒|施肥

n X:::1:::S n X土S n X士S n X土S

ヤナ ギ 4 51士10 4 50:::1::: 10 4 45:::1::: 2 4 48士14

プラタナス 11 43士 9 11 44:::1::: 8 11 44士11 11 42:::1::: 9 

イチョウ 12 43土 4 12 46土 3 12 47:::1::: 4 12 46士 4

第15表胸高幹周の推移 (樹種別平均〉 水準で有意とはならなかったが，傾向

は明らかであった。樹粧・処理 50年9月 51年8月 52年9}:j 

ぺ? 106 108 

ナ
1回施肥

100 
2回施肥 108 112 キ、
3団施肥

フ 106 112 
フ 1回施肥
タ

2回施肥
100 

104 109 ナ
ス 3回施肥

107 121 + I ';団施肥
100 

ヨ 2 回施)j~ 107 121 
ウ 3 回施 )j~

周増加効果 (y) との関係はいずれも負の一次相関性を

示しており，無肥料区の幹周が順調に増加していると施

肥効果はあらわれず， xが一定の値をこえると， yはマ

イナス，すなわち施肥によって幹周の増加がかえって抑

制されることが示された。この y=0となるxの値は，

ヤナギでは一年目， 7.1， 2年目 5.1，プラタナスは 1年

目5.5，2年目5.4，イチョウは 1年目8.5，2年目5.5と

算出されるので，無肥料区の年間幹周増加率が，ヤナギ

:5""-'7%以下，プラタナス:5 %以下，イチョウ 5""-'

8%以下の場合に，施肥が幹周増加に有効と言うことが

できる。なお，ヤナギは実数が少なく，統計的には 5%

53年11月 54年11月

108 

112 

119 

116 

113 

113 

129 

130 

129 

110 

115 

122 

123 

119 

117 

116 

114 

137 

138 

138 

139 

が大きかった。

こうした施肥による幹周増加効果

ム樹勢外観の改善を対比させてみる

と，ヤナギ，及びプラタナスは， !詳周

増加効果の明らかなものは樹勢改善効

果も明らかで，プラタナスの場合，幹

周増加効果がマイナスになると，樹勢

改善効果も消失した。イチョウはこれ

と逆に，幹周増加効果がプラスのもの

は樹勢改善効果が小さく，幹周増加効

果がマイナスのものは，樹勢改善効果

試験 1では，無施肥区の年平均幹周増加率が，イチョ

ウでは 5%，プラタナスでは 3%をこえると，施肥によ

る幹周増加促進効果が失われたが，試験 2では，イチョ

ウ 5~8%，プラタナス 5%，ヤナギ 5~7%をこえる

と，施肥による幹周増加促進効果が失われた。このよう

に，場所や年次によって，幹周増加に及ぼす施肥効果の

有無を分ける臨界幹周増加率〈無施肥の場合〉は変動す

るが，おおむね 5%前後がこの臨界値であるとして，大

きな誤まりはないように思われる。すなわち， 1年間の

幹周増加率が 5 %以下であれば，幹周増加に施肥の効果
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が認められ，これ以上であれば，施肥によって葉色や新 つかないといえる。

柏の伸びが良くなることはあっても，幹周増加には結び

第16表 無肥料区の幹周増加率 (x)と，施肥(1回〉区の幹周増加効果 (y)との相関性

機種 期j 作り 回 帰式 r n t 

50. 9~51. 8 y= -1. 63x+ 11. 5 -0.942 4 4.03 
ヤナ ギ 5 1. 8~52.9 y=-0.85x+ 4.3 -0.927 4 3.54 

50. 9~52. 9 y=-1.58x+16.9 -0.884 4 2.66 
50.9~5 1. 8 y= -0. 91x十 5.0 -0.736 11 3.25 

プラタナス 5 1. 8~52.9 y= -0. 94x+ 5.1 -0.768 10 3.39 
50. 9~52. 9 y=-0.87x十11.3 -0.590 10 2.06 
50.9~5 1. 8 y = -0 . 86x + 7. 3 -0.872 12 5.63 

イチョウ 5 1. 8~52.9 y=-0.27x+ 1.4 -0.871 12 5.61 
50. 9~52. 9 y= -1.34x+21.3 -0.976 12 6.83 

注)xは試験開始時(50年 9月)を100とした幹周指数の当該期間における増加量(無施肥区)

yは同幹周指数の増加l量の、施)J巴区と無施肥区の差

伊豆大島の花き園芸

東京都大島農業試験地

浜田

はじめに

P 

0.05く
0.05< 
0.05く

<0.01 
く0.01
0.05< 
<0.001 
<0.001 
く0.001

丘註
Ji:2.. 

伊立大島は，東経139度，北緯34度の大平洋上にあり，

東京から南へ約112kmの距離にある。島は東西に約 9km， 

南北15km，周囲約52kmあり，その面積は91平方kmと伊豆

諸島の中では最大の島である。土壌は玄武岩質の未熟火

山灰土壌に属しいわゆる細かい砂という感じである。

第 1図大島支庁管内諸島位置図

気象条件

周囲を海洋に囲まれているため，気温の較差が小さ

く，いわゆる温暖多湿な海洋性気候であり，近くを黒潮

(暖流〉が流れているため，冬季は同緯度の海域より気

候が温暖で、ある。

風は年間平均7m/s前後で，風向は東~北東または

西~南西の風がほとんどで全体の 9割を占めている。冬

の季節風〈西風〉と春先の低気圧による強風が多く，最

大風速~10m/sを越える強風日数は年間の 2/3に達する

とともあり，全国でも有数の強風地域の 1つでもある。

年間降水量は東京の約 2倍の 300mmにも達する多雨域

でもある。

このように気象条件としては，きびしいものがある

が，冬季温暖でしかも夏季はそれほど温度が上がらない

ため、切花を中心とした花き園芸が繁んに行なわれてい

る。

東京、からの直線距離
(斗i{立:km)

大島 112 

利島 140 

新島 156 

式恨島 164 

争jIi'T:!官¥ 178 
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花き生産の現況

伊豆大島には切花類を栽培している農家が 600戸，鉢

花類を栽培している農家が 5戸，花木類を栽培している

農家が 183戸あるが，年間農業粗収益に対する割合が，

20%以下の極めて冷細な農家が切花栽培農家で 286戸

(47.6%)，鉢物類栽培農家4戸 (80.0%)花木類栽培

農家90戸 (49.2%)あり，農家戸数全体に占める構成比

でも48.2%ある。その反面3 年間農業粗収益に対する割

合が 80%を超える農家は，切花類の栽培農家では 84戸

(14.0%)，花木類の栽培農家では 8戸 (4.4%)あり，

専作化の傾向が見られる。

切花類(切葉，切枝ものを含む〉の総作付面積は151.3 

haあり，鉢もの類を含めると 152.3haに達する。花

き類の総出荷生産額は11億7，531万円(昭手1:60年〉あり，

前年比 113.3%で 13.3.%の増加をしている。そしてその

85.4%が東京，神奈川を中心とする関東地域へ出荷され

ている。

近年，パイプハウスやガラス温室などを利用した施設

栽培面積が急げきに仲びているが，総切花作イ寸延べ面積

の 11.2%に当たる 16.97haにすぎない。しかし今後，

より専作化するにつれて，経営の安定化をはかるために

第 2図伊豆大島の概略図

/ 

千'i底的

ltき|事|芸生産地域

第 1表 花き類の栽培農家戸数(粗収益の農業粗収益に占める割合階層〉

花き類の栽培による粗収益の割合
切粗収花益知のの栽割合培による 鉢栽物培類に及よぴるお花{収だ誌んjのH訓荷物合の 1粗ヒ|収イく益Jiiiのの割ilt計合三による

栽培農家戸数

年間農業粗収益に対する割合が80%以上 84戸

" 8500%%以未上満 100 

1/ 25009966ιオiとi，前I二 130 

" 20%未満 286 

昭和 60年合計 (a) 600 

前年(59年)実結合計 (b) 595 

も3 自然災害を受けにくい施設利用栽培が一層増加する

ことが予想される。

主な切花類と課題

1. ブバルディア

ブパルディアは，大島の切花の中心的存在であり，栽

培面積，生産額ともに最も多い。加温施設が 3ha，無加

温施設が 10.6ha，露地栽培が 3haあり， 合計 16.6h3. 

の栽培面積がある。施設の比率は81.9%にも達する。生

産出荷本数は1，100万本で 5億 4千万円にもなる。近年，

加温施設を利用した周年切り(年3回切り〉栽培も確立

され，品質の向上とともに生産効率の向上が期待されて

いる。ちなみに露地栽培での採花本数は 10a当たり，

6，400本，平均単価 30円であるが，無加温施設利用栽培

では， 10 a当たり 6，000本，平均単価 50円，加温施設利

用栽培では， 10 a当たり， 9，000本，平均単価 60円前後

構成比 栽培農家戸数 構成比 栽i官農家戸数 楠成比

14.0% 一戸 一% 8fi 4.4% 

16.7 15 8.2 

21. 7 1 20 70 38.2 

47.6 4 80 90 49.2 

100% 5 100% 183 100% 

5 178 

となる。このように施設利用栽培により経営の効率化が

認められる。

なお，品種的には，在来系のjill種から欧米で改良され

た，多花性のハイブリッド系品種とくにピンク系を中心

とした品種にかわっている。

近年， ブ、パルデ、ィア「葉枯れ症状」やウイルス病

(CMV? )の発生が目立ち， 特産花きの安定化のため

に農業技術者に大きな課題が課せられている。

2. 枝もの類

畑地で栽培されているイボタ，サイプレス，アジサイ，

センリョウから山どりの4支もの，サンキライ(サルトリ

イバラ)，ヒサカキ，ヤシャブシまで実に種類が多い。

半自然状態の林地まで含めて， 90 ha の露地栽培面積を

有する O 生産量は380万本，平均単価80円前後で 3億400

万円に達する。しかし，その年の自然環境に左右されや
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すし単位面積当たりの収益は決して良いとは言えず，

他のr切花類にうつりつつある。とくに山どりの枝ものの

サンキライは，年々減少の傾向にあり，今後何らかの対

応が迫られるだろう。

3. その他の切花類

枝もの類同様，突に多品目を含んでいる。ガーベラ，

トルコキキ'ョウ，ストケシプ，デルフィニウム，ニゲラ

(黒タネ草)， グロリオッサ，カスミソウなどなどであ

る。とくに最近注目を浴びているのがガーベラとトルコ

キキョウである。ブパノレディアの価格の低迷や生理障害

により急激に伸びている。ガーベラで1.5~2. 0 h3づ ト

ルコキキョウで0.5h3，の栽培面積がある。 もちろん施

設を利用した栽培が行なわれている。 61年には30aのガ

ーベラの切花経営を目ざす農家すらあるほどである。こ

れに対してトルコキキョウはブ、パルディアの間作として

の傾向が強い。

その他の切花類としては 27.5h3.の栽培面積があり，

691，1万本の出荷で， 1億7，566万円の生産額がある。

4. 切葉類

伊豆大島で何と言っても目立つのが，ハランである。

庭先の林地や雑木林の下には，ハランがぎっしりと植え

われている。かつてはベラ(アスパラガス・プルモーサ

ス・ナナス〉が多く見られたが，今はハラン全盛といっ

ても過言ではない。

この他に，オモトやレザーファンなどもあるが，近年

一部の生産者の聞で脚光を浴びているルスカスの導入が

見られ，増加の傾向にある。

ハランを始めとする露地の切葉も，品質のよいものを

作るために，パイプハウスを利用した栽培が始まってお

り，今後さらに増加することが予想される。

切葉類の総栽培面積は8.6ha(施設利用0.6h9.，露地栽

培8.0ha)出荷本数700万本，生産額 7，810万円である。

5. 小菊

かつては，大島の露地切花の代表であった小菊も，近

年他産地におされて減少傾向にある。とくに価格の低迷

による収益性の低下は，その減少傾向に拍車をかけてい

る。作付延面積は 5.6ha あり， 100万木の出荷がある

が，平均単価が20円前後で， 2，040万円の生産額がある。

小菊の場合も施設利用による高El質高商品化により，

生き残りを目ざす動きもあるが外圧が大きく伸び悩みの

状況にある。

6. ストレチア(極楽鳥花〉

伊豆諸島の中の八丈島では，露地の切花として栽培さ

れているが，大島では，冬季に低温による被害を受けや

すいため，施設を利用した高品質の切花生産が行なわれ

ている。特に，加温施設を利用した栽培は，今後の大島

第 2表 切花類，鉢もの類及び花壇用苗もの類の作付面積，出荷数量及び生産額

|区市附名|太島町|

昭 制l 60 年 災
区

施 u吾" 栽
l主総名 ia音を' J出 ，}x J古 btii，設，iiJ由M古Ji

分
JJII i且 笠松崎 無加温室↓& Ji¥ Jmi且無JJII温室裁I古小員|

作付延i国!t'! W'1Ji数鼓 量産自nIHj-;延jilih'! 出荷数量 生産相 l1'付延而H< 出荷数九; 生産額 作付延l面fu Hl{;i数JI!: 生産領 IHl延jilifu 11¥ 1';[数'量 生 iBi 官ii

き 〈 a 千本 千円 10. 20+本 800'T-fll 10. 20千本 800干111 550. 980 T本 19，600干円 560. 1，000千本 20，400干111

カーネーション

l争 5 7 840 5 7 840 5 7 840 

切切花M 禁 If 句ストソク

チューリ 17

フリージア 40 240 8，400 40 240 8，400 50 210 5，250 90 450 13，650 

詰浮含むのもを タラ日 ヲス

10 40 2，000 10 40 2，000 
スイセン

， 、 40 48 2，880 40 48 2，880、 、35 22 880 75 70 3，760 
7パルディア 300 2，700 162旬。。。 1，060 6，360 318，000 1，360 9，050 480，000 300 1，940 58，200 1，660 11，000 538，200 
ストレリチア 10 30 6，000 110 220 26，400 120 250 32，400 120 250 32，400 

!~もの百l 9，000 3，800 304，000 9，000 3，800 304，000 
切紫野1 60 540 13，500 60 540 13，500 800 6，460 64，600 860 7，000 78，100 
その他切花矧 75 562 16，860 75 562 16，860 2，675 6，352 158，800 2，750 6，914 175，660 

310 2，730 168，000 1，400 7，997 387，680 1，710 10，727 555，680 13，420 19，804 613，330 15，130 30，531 1，169，010 
ンクラメン 千鉢 千鉢 千鉢 F鉢 千鉢

者 ク

鉢観葉 M 物

も洋らん 7 7 7 

プ リムラ矧
σ〕

ベコニア

t!li:li:木 Ul

そ の 他鉢物 13 3 2，700 13 3 2，700 80 40 3，600 93 43 6，300 
20 3 2，700 20 3 2，700 80 40 3，600 100 43 6，300 

"1E t.ii. lJl荷物 千本 干本 千本 T本 千本

60 ;1'合計 (7) 310 
/////  / 

168，000 1，420 匡豆 390，380 1，730 

------------

558，380 13，500 

-----------

616，930 15，230 

-----------

1，175，310 
前年(59)令訂(イ) 310 136，800 1，320 259，935 1，630 し.....------- 396，735 13，240 し----- 640，785 14，870 レ----- 1，037，520 
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のストレチア栽培を占なうものとして注目される。

栽培延面積は加温， 無加温施設合せて1.2 ha司、あり，

年間 25万本の出荷があり， 3，240万円の生産額がある。

7. フリージア

大島の南部地域を中心にフリージアの切花生産が見ら

れる。かつては， ピニルハウスを利用して大面積の栽培

が行なわれていたが，ウィルス病，冷蔵施設の利用，価

格の低迷に対して球根の高騰など原因して栽培面積は急

げきに減少している。昭和60年の実績では 0.9ha (施設

0.4 ha，露地 0.5ha)，出荷本数45万本，生産額1，365万

円である。

しかし近年，実生系品種の出現とウィルスフリー養

成球の出現により，花型・花色の大型化多様化とともに

草勢の回復により注目を浴びているが，いまひとつ盛り

上がりを欠いている。フリージア生産拡大に向けてのカ

ンフル斉1になってほしいものである。

8. その他の球根切花

この他の主なものとして，スイセンが 0.75ha出荷本

数 7万本，生産額376万円，グラジオラス 0.1ha，出荷

本数4万本，生産額200万円，ユリ類， 5 a，出荷本数7

千本，生産額84万円等があるが，いずれも球根に比べて

切花の価格が低迷しているため，減少傾向にある。

9. 鉢もの類

切花主体の大島にあって，ごくわずかではあるが，鉢

物生産が行なわれている。シンピジウムを初めとする高

級花き類7aが， ブノミノレデ、ィア， ゼラニウム， シダ類が

一部農家で生産されており， I約 1ha の面積と 4万 3千

鉢， 630万円の生産額がある。

しかし今のところは，船便を利用しなければならな

いため，出荷の手間と経費が重み，収益性が悪い。

ただ，今後，船便の改善， コンテナの大型化，さらに

中央却売市場の開設など，受け入れの整備が進むにつれ

て，またコンテナの利用効率の向上などを考慮すると，

l~: 

弘、

切制鯛薬引E

4枝もIJ 

の勾守含をむヒ

) 

3年

切花Iニ|コ心の花き園芸からの危険分散のためにも，行政と

して何らかの対応を迫られる時が来ることであろう。

おわりに

大島の花き園芸の進展に刺激されて，近年，隣りの利

島ではサクユリの球根生産が，新島では温泉熱を利用し

たガーベラ，ブバルディアの切花生産が，さらに神々が

集まったとしヴ伝説をもっ神津島では，温暖な気候と豊

富な水を利用してガーベラの切花生産がすでに始まって

し、る。

第 3表 切花類，鉢物類及び花壇用苗物の消費地域

別，月別出荷数量

消費地域別 :B m数量

関東

何 iii 1. 北海J昼 中国 )L升|

その他
北陸 )j( ihi 近畿

)1(北 凹悶 沖縄
神奈川 IMI 東

き 〈 55 780 160 2 1.000 

カーネーンヨン

ゆ 5 2 71' 

ハ 7

ストソク

千ュリ y プ

7 リ ジア 180 89 112 68 450 

グラジオラス 20 20 40 

スイセン 8 42 18 2 701， 

プノ'1レティア 495 8.580 1.320 22 220 330 33 11，000 

ストレリチア 125 75 50 250 

校もの矧 760 2.090 874 38 38 3.800 

リj 楽 町l 700 4.200 1.540 70 210 210 70 7，000 

その他切 1E頬 691 4.148 1，867 69 69 35 35 6，9141， 

&1" 12.835 20.120 5，940 162 652 682 140 30.531 

ンクラメン

キ ク

IJ!高 M 物

む irーらん

フ リ ム ラ lfl

の ベゴニア封i

lt(~ 本虹1
その他鉢物 43 43 

43 43 

iE l'it )jj前物

b 、 ii' 12.835 20.163 5，940 162 652 682 140 30.574 

チッソ旭の新肥料紹介
女作物の要求に合わせて肥料成分の溶け方を

調節できる画期的コーティンゲ肥料...・H ・..…

ロンゲ<被覆燐硝安加里> LPコート<被覆原素>

大パーミキュライト園芸床土用資材 与作Vl号

大硝酸系肥料の No.l 燐硝安加里

チッソ旭肥料株式会社


